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こ
れ
ま
で
二
回
に
及
ぶ
普
遍
的
定
期
審
査
（
Ｕ
Ｐ
Ｒ
）
で
さ
ま

ざ
ま
な
勧
告
を
受
け
た
日
本
は
、
第
三
回
Ｕ
Ｐ
Ｒ
ま
で
に
人
権
の

分
野
で
ど
の
よ
う
な
進
捗
を
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

二
〇
一
七
年
一
一
月
一
四
日
の
対
日
審
査
に
先
立
ち
、
岡
村
善

文
政
府
代
表
（
人
権
担
当
大
使
）
は
、
日
本
が
対
話
と
協
力
を
基

本
理
念
と
す
る
Ｕ
Ｐ
Ｒ
制
度
を
重
視
し
、
二
〇
一
二
年
の
第
二
回

審
査
で
、
計
一
二
五
の
勧
告
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
受
け
入
れ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
同
時
に
、
こ
の
五
年
の
間
で
、
四
つ
の

人
権
関
連
条
約
を
締
結
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

具
体
的
に
は
、
二
〇
一
四
年
一
月
に
、
障
害
者
権
利
条
約
と
国

際
的
な
子
の
奪
取
の
民
事
上
の
側
面
に
関
す
る
条
約
（
ハ
ー
グ
条

約
）
を
、
二
〇
一
七
年
七
月
に
は
国
際
組
織
犯
罪
防
止
条
約
（
パ

レ
ル
モ
条
約
）
お
よ
び
人
身
取
引
議
定
書
を
日
本
は
締
結
し
た
。

こ
う
し
た
条
約
締
結
に
伴
う
国
内
実
施
の
た
め
に
、
日
本
は

二
〇
一
六
年
四
月
に
障
害
者
差
別
解
消
法
を
施
行
し
、
障
害
者
に

対
す
る
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
や
合
理
的
配
慮
の
提
供

を
規
定
し
た
。
二
〇
一
六
年
は
、
日
本
に
と
っ
て
い
わ
ゆ
る
人
権

三
法
と
呼
ば
れ
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
、
部
落
差
別
解
消
法

が
成
立
し
た
重
要
な
年
で
あ
る
。

こ
れ
ら
人
権
三
法
は
、
罰
則
規
定
の
な
い
理
念
法
の
性
格
を
も

つ
。
た
と
え
ば
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
は
、そ
の
第
三
条
で
、

「
国
民
は
、
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
の
解

消
の
必
要
性
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
本
邦
外
出
身

者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
の
な
い
社
会
の
実
現
に
寄
与

す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
基
本
理
念
を
定
め
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
部
落
差
別
解
消
法
も
、
そ
の
第
二
条

で
、「
部
落
差
別
の
解
消
に
関
す
る
施
策
は
、
全
て
の
国
民
が
等

し
く
基
本
的
人
権
を
享
有
す
る
か
け
が
え
の
な
い
個
人
と
し
て

尊
重
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
の
理
念
に
の
っ
と
り
、
部
落
差
別
を

解
消
す
る
必
要
性
に
対
す
る
国
民
一
人
一
人
の
理
解
を
深
め
る

よ
う
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
部
落
差
別
の
な
い
社
会
を
実
現
す
る

こ
と
を
旨
と
し
て
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
基
本
理
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念
を
定
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
被
差
別
者
の
差
別
さ
れ
な
い
権

利
で
は
な
く
、
国
民
の
理
解
の
増
進
と
し
て
問
題
が
捉
え
ら
れ
、

差
別
禁
止
に
踏
み
込
ん
で
い
な
い
。

現
在
、
国
会
で
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
な
ど
性
的
少
数
者
を
巡
る
議
論
が

活
発
化
し
て
い
る
。
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
制

定
し
た
基
本
権
憲
章
で
「
性
的
指
向
な
ど
を
理
由
と
す
る
差
別
の

禁
止
」
を
明
記
し
て
い
る
。
他
方
、
日
本
で
は
、
超
党
派
で
ま
と

め
ら
れ
た
「
性
的
指
向
ま
た
は
性
自
認
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解

消
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
案
）」

に
つ
い
て
、
第
九
条
の
条
文
の
表
題
に
「
行
政
機
関
等
に
お
け
る

性
的
指
向
又
は
性
自
認
を
理
由
と
す
る
差
別
の
禁
止
」
が
用
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
与
党
の
反
発
が
あ
る
と
さ
れ
、
成
立
の
見
通
し

は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
第
九
条
の
規
定
そ
の
も
の
は
、

「
行
政
機
関
等
は
、
そ
の
事
務
又
は
事
業
を
行
う
に
当
た
り
、
性

的
指
向
又
は
性
自
認
を
理
由
と
し
て
、
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を

し
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
す
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。
理
念
法
で

あ
る
こ
と
は
、
第
一
条
で
「
こ
の
法
律
は
、
全
て
の
国
民
が
、
そ

の
性
的
指
向
又
は
性
自
認
に
か
か
わ
ら
ず
、
等
し
く
基
本
的
人
権

を
享
有
す
る
か
け
が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
と
の
理
念
に
の
っ
と
り
、
性
的
指
向
又
は
性
自
認
を
理
由

と
す
る
差
別
の
解
消
等
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
、
行
政

機
関
等
及
び
事
業
者
に
お
け
る
性
的
指
向
又
は
性
自
認
を
理
由

と
す
る
差
別
の
解
消
等
の
た
め
の
措
置
等
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
、
性
的
指
向
又
は
性
自
認
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
等
を
推

進
し
、
も
っ
て
全
て
の
国
民
が
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し

合
い
な
が
ら
共
生
す
る
豊
か
で
活
力
あ
る
社
会
の
実
現
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
の
規
定
に
明
ら
か
で
あ
る
。

岸
田
文
雄
総
理
は
、
二
月
一
七
日
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
と
面
談

し
、荒
井
勝
喜
前
総
理
秘
書
官
の
差
別
的
発
言
（
た
と
え
ば
、「
見

る
の
も
嫌
だ
」
と
の
発
言
）
を
お
詫
び
し
た
。
し
か
し
、
お
詫
び

に
止
ま
ら
ず
、
当
事
者
の
思
い
が
法
律
案
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
努

力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
障
害
者
差
別
解
消
法
第
九
条
第
二
項

は
、
国
等
職
員
対
応
要
領
と
し
て
、「
国
の
行
政
機
関
の
長
及
び

独
立
行
政
法
人
等
は
、
国
等
職
員
対
応
要
領
を
定
め
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
障
害
者
そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

規
定
す
る
。
地
方
公
共
団
体
等
職
員
対
応
要
領
第
一
〇
条
も
同
じ

内
容
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
、「
私
た
ち
抜
き
に
私
た
ち
の

こ
と
を
決
め
る
な
」
と
い
う
障
害
者
権
利
条
約
の
精
神
が
反
映
さ

れ
て
お
り
、
同
趣
旨
の
規
定
を
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
関
連
法
の
際
に
は
盛

り
込
ん
で
も
ら
い
た
い
。

な
お
、
次
号
で
は
第
三
回
Ｕ
Ｐ
Ｒ
の
内
容
を
ご
紹
介
し
た
い
。




